
札幌雪捨て場
市内の雪山の雪は､定期的に集められダンプカーで
雪捨て場に運ばれてきます｡写真提供：札幌市役所

長岡の冬風景
消雪パイプのおかげで道路には雪がありません。

この冊子は再生紙を使用しています｡

　日本は南北に長いので、同じ雪国で

も地域によってその様子は異なります。

今回は、私が住んだことがある札幌と

長岡の冬の違いについて簡単に紹介し

たいと思います。

　札幌では、冬の間は積もった雪が解

けることがほとんどありません。その

ために積もった雪を集めて雪山を作り、

定期的にダンプカーで川沿いなどにあ

る雪捨て場に雪を捨てにいきます。雪

捨て場の雪は、遅い年には８月ごろま

で残っていることもあります。それに

対し、長岡では日平均気温が氷点下に

なる日はほとんどありません。従って

基本的に雪をどこかに運んでいかなく

ても、しばらく我慢すれば解けてなく

なります。また、道路には消雪パイプ

というものが設置されており、雪が降

り始めると水が噴出され、降ってくる

そばからどんどん雪を解かしていきま

す。札幌に比べると非常に楽なのです

が、道が水浸しになるので冬は長靴な

しでは外出できません。

　また、雪が降った時の人々の対応も

異なります。札幌では乾いた雪が降っ

て来るために、雪が降ってきてもほと

んどの人は傘をさしません。服に積も

っても雪をはらえば濡れないからです。

一方、長岡では、傘をささないでいる

とあっという間に服が濡れて風邪をひ

いてしまいます。これは降ってくる雪

がすでに水分を含んでいるためです。

このように同じ雪国でも生活はさまざ

まです。その地域にあった方法で人々

は雪と上手に付き合っているのです。

　この号が出るころにはきっと雪国に

も遅い春がやって来ていることでしょ

う。

　「冬来たりならば春遠からず、春来

たりならば去年の雪今いずこ」

（雪氷防災研究部門　特別研究員

　山口　悟）

長岡だより
　　　　　―札幌と長岡の冬の違い―


